
2022 年助成成果発表会 プログラム 

No. 時間 
プログラ
ム 

代表者名・発表者
名 
（グループ名） 
*敬称略 

発表テーマ 

発表 
方法 

発表要
旨 

 9:10  会場 開場  
 9:30 開会  開会挨拶：有賀祐勝（自然保護助成基金理事

長） 
 

1 9:35 口頭発表 
第 29 期
PNF特定
テーマ助
成 

高橋そよ（ゆんぬ
ピシバナ研究チー
ム） 

暮らしの中から考える与論島のサ
ンゴ礁の恵みと漁撈文化 

オンラ
イン 

P.12 

2 9:50 第 30 期
PNF特定
テーマ助
成 

丸山立一（オホー
ツクの海岸植生を
守る会） 

オホーツク海海岸植生のエゾシカに
よる食害被害状況の把握と保全対策 

オンラ
イン 

P.12 

3 10:05 菊地宏治（ユウパ
リコザクラの会） 

夕張岳登山道の重複木道の整理＆
植生復活事業 
 

会場 P.12 

4 10:20 第 31 期
PNF国内
研究助成 

木下豪太（アサマ
シジミ北海道亜種
保全チーム） 

草原性蝶類アサマシジミ北海道亜
種の効果的な生息地管理と遺伝的
多様性に関する研究 
 

オンラ
イン 

P13 

5 10:35 中西 希（ツシマ
ヤマネコ保全生態
研究グループ） 

対馬におけるニホンジカの個体数
急増が絶滅危惧種ツシマヤマネコ
の生息環境に与える影響 

会場 P14 

 10:50  休憩（10 分）  
6 11:00 第 31 期

PNF国内
研究助成
（つづ
き） 
 

安里 瞳（ミヤコ
カナヘビ研究グル
ープ） 

国内希少種ミヤコカナヘビにおい
てなにが個体群の成長を妨げてい
るのか？ 
生息密度勾配の把握と集団構造解
析によるアプローチ 
 

会場 P.14 

7 11:15 岩田智也（富士川
保全生態学術研究
グループ） 

濁水問題の原因究明と生態影響評
価を目的とした富士川—駿河湾複
合生態系の緊急学術調査 
 

オンラ
イン 

P.15 



8 11:30 伊澤雅子（大東諸
島生物相研究グル
ープ） 

海洋島大東諸島の固有種とそれを
支えるビロウ林の現状と保全に関
する研究―その後の経緯と新しい
外来種の影響 
 

会場 P.15 

9 11:45 森下浩史・佐藤慎
一（有明海保全生
態学研究グループ 
略称：有明海研究
グループ）） 

四半世紀にわたる有明海奥部海域
の採泥調査の継続と市民参加型調
査手法の開発 

会場 P.15 

10 12:00 2021 年 
緊急助成 

織井邦明（南アル
プス食害対策協議
会） 

南アルプス仙丈ケ岳における高山
植物緊急保護 
 

オンラ
イン 

P.25 

 12:15  昼休憩（1 時間）  
11 13:15 第 31 期

PNF特定
テーマ助
成 

下鶴倫人 
（知床ヒグマ研究
グループ） 
 
 

世界自然遺産知床半島の観光客増
加によるヒグマの人慣れに関する
研究 

オンラ
イン 

P.16 

12 13:30 唐沢重考（鳥取砂
丘多様性保全グル
ープ） 

積極的な観光客誘致が進む鳥取砂
丘の昆虫多様性モニタリング法の
確立と実践 

会場 P.17 

13 13:45 第 32 期
PNF国内
研究助成 

常盤俊大（NVLU 
Amami Project 
Team） 

奄美の希少動物にせまる小さくて
大きな脅威 ― 奄美大島の病原体
調査研究 ― 
 

会場 P.18 

14 14:00 下野嘉子（ヒメフ
ウロ保全研究グル
ープ）  

絶滅危惧種ヒメフウロにおける在
来および外来系統間の生育特性の
比較および交雑可能性の評価 
 

会場 P.18 

15 14:15 長谷川雅美（伊豆
諸島自然史研究
会） 

伊豆諸島八丈小島における稀少海
鳥類の繁殖地の重要性評価 
 

オンラ
イン 

P.19 

16 14:30 第 32 期
PNF国内
活動助成 

山田文雄（島嶼生
物多様性保全ネッ
トワーク） 

世界自然遺産登録候補地の琉球列
島の生物多様性保全のためのペッ
ト飼養実態把握と適正飼養管理へ
の普及啓発および政策提言 
 

会場 P.19 



17 14:45 中川 元・船木大
資（公益財団法人 
知床自然大学院大
学設立財団） 
 

自然保護地域における協働型管理
構築のためのリカレント教育の開
発と提供 

会場 P.20 

18 15:00 上條隆志（伊豆諸
島植生研究グルー
プ） 

伊豆諸島の自然の持続的利用に関
するシンポジウム開催 

会場 P.20 

19 15:15 北川フラム 
・小林 舞（NPO

法人越後妻有里
山協働機構 鉢
＆田島征三 絵
本と木の実の美
術館） 

鉢集落と地域の子どもたちととも
に学ぶ～持続可能な里山での共生
とシナイモツゴの里～ 

オンラ
イン 

P.21 

 15:30  休憩（10 分）  
20 15:40 第 32 期

PNF国内
活動助成
（つづ
き） 

柳井清治・伊藤浩
二・小山明子（能
登GIAHS生物多様
性ワーキンググル
ープ） 

世界農業遺産『能登の里山里海』
の生物多様性モニタリング体制づ
くり 
 
 

会場 P.21 

21 15:55 第 32 期
PNF国内
活動助成
（NPO活
動枠） 

瀧井暁子（NPO法
人 信州ツキノワ
グマ研究会） 

「信州のクマを学ぶ」ための児童
向けツキノワグマ普及啓発教材制
作 
 

会場 P.22 

22 16:10 渡邊通人（甲州昆
虫同好会） 

環境省絶滅危惧ⅠB類コヒョウモン
モドキの生息地復元を通した豊か
な山地草原環境の再生 

オンラ
イン 

P.22 

23 16:25 本宮 炎・本宮宏
美（NPO法人三段
峡ー太田川流域研
究会） 

特別名勝三段峡、みんなで守る特
別保護区 

会場 P.23 

24 16:40 薮内良昌（小笠原
野生生物研究会） 

父島におけるグリーンアノールの
駆除活動 
 

オンラ
イン 

P.23 

25 16:55 廣瀬さつき（NPO
法人 大雪山自然
学校） 

旭岳・姿見・天女が原エリアにお
けるチシマザサの刈り取りによる
高山植生回復プロジェクト 

会場 P.24 



26 17:10 2020 年 
緊急助成 

川口大朗(Islands 
care) 

日本で最も絶滅に近い鳥オガサワ
ラカワラヒワの絶滅回避のための
保全プロジェクト 

オンラ
イン 

P.24 

27 17:25 第 31 期
PNF国内
活動助成 

安部真理子（日本
自然保護協会） 
 

名護市東海岸のサンゴ礁域の持つ
価値を活かした地域作りへの取り
組み 

会場 P.16 

 17:40 講評  プロ・ナトゥーラ・ファンド助成審査委員長  
 17:45 閉会  閉会挨拶：池澤正紀 

（自然保護助成基金専務理事） 
 

 


	2022年助成成果発表会　プログラム

